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大学の所在地である山形県が 5 名、宮城県が 4名、福島
県が 1名で、東北地方の参加が 10名、その他の地方が 7
名、大都市圏が15名だった。参加割合として、大都市圏
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表 1 インターンシップ参加者のプログラム内容と業種の内訳 
n=32 





官公庁 その他 不明 合計 
日常 
業務型 




















































16.5± 5.6 22.0± 2.5 20.3± 4.7 18.8± 4.2 18.1± 4.5 2.1 
CAVT  
アクション 




31.2± 1.8 31.2±6.3 35.1± 8.2 32.4± 6.6 1.0 
*p<.05 
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表 3 参加者の気づきや学びの分類 
n=16 







































合計  19 100% 
 
表 4 認められた点のフィードバックの分類 
n=17 



















・パワポでまとめて発表するときに意見をまとめて発表できたこと 3 12.7% 
専門スキル ・社内 PC のセットアップや PC の分解が早かった 
・集中して分析点を決めていたこと 2 7.6% 
その他 ・まじめ 1 0.5% 
合計  19 100% 
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表 5 改善点のフィードバックの分類 
n=12 




















合計  13 100% 
 
表 6 インターンシップに参加しなかった理由の分類 
n=36 





































合計  37 100% 
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